
―結果報告―

　2025年 3月

2024年度　健康科学大学　卒業生アンケート（卒業後1年・3年経過）　

　健康科学大学
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調査概要

1.調査目的
本調査は、健康科学大学卒業生の皆様から本学に対する忌憚のない意見をうかがい、お寄せいただいた意見を

今後の大学の運営に活用するため実施する。

2.調査対象　　健康科学大学を卒業し、3年（2022年3月卒業/2021年9月卒業）を経過した方及び1年（2024年3月卒業）を経過した方

3.調査方法　　Microsoft Forms

4.調査実施時期　　配付日時：2024年11月8日 　回収期限：2024年12月13日 

5.依頼数、回収数、回収率

区分

合計 対象者 454

2024年卒業 223
卒業期別

59 26.46%

依頼数 回収数 回収率

2022年卒業 231

調査対象

49 21.21%

108 23.79%
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問1.性別

合計 男 女
38 70 回答数108

卒業後 男 女
1年 23 36
3年 15 34

問2.卒業後の年数

1年 3年
59 49 回答数108

問3.関連業務への就職

はい いいえ
95 13 回答数108

卒業後 はい いいえ
1年 51 8
3年 44 5

合計

合計

男

35%

女
65%

0 20 40

男

女

3年

1年

1年

55%

3年

45%

はい

88%

いいえ

12%

0 20 40 60

はい

いいえ

3年

1年
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問4.卒業学部学科

理学療法学科作業療法学科福祉心理学科看護学科
30 11 17 50 回答数108

卒業後 理学 作業 福祉 看護
１年 17 9 12 21
３年 13 2 5 29

問5.サークル所属

はい いいえ
40 68 回答数108

卒業後 はい いいえ
1年 20 39
3年 20 29

問6.カリキュラムの充実

はい どちらとも いいえ
67 38 3 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 36 22 1
3年 31 16 2

合計

合計

合計

37%

63%

はい

いいえ

0 20 40 60

はい

いいえ

3年

1年

62%

35%

3%

はい

どちらとも

いいえ

0 20 40

はい

どちらとも

いいえ

1年

3年

理学療法

学科 30

作業療法

学科 11

福祉心理

学科 17

看護学科
50
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問7.就職活動支援の充実

はい どちらとも いいえ
65 33 10 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 35 19 5
3年 30 14 5

問8.経済的支援の充実

はい どちらとも いいえ
41 50 17 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 24 24 11
3年 17 26 6

問9.施設・設備の充実

はい どちらとも いいえ
21 48 39 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 10 25 24
3年 11 23 15

合計

合計

合計

60%

31%

9%
はい

どちらとも

いいえ

0 20 40

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

38%

46%

16%
はい

どちらとも

いいえ

0 10 20 30

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

20%

44%

36% はい

どちらとも

いいえ

0 10 20 30

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年
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問11.修得した知識・技術の役立ち

はい どちらとも いいえ
82 23 3 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 44 13 2
3年 38 10 1

問12.臨床実習等の役立ち

はい どちらとも いいえ
73 27 8 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 42 13 4
3年 31 14 4

問13.社会的スキルの役立ち

はい どちらとも いいえ
65 34 9 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 39 16 4
3年 26 18 5

合計

合計

合計

0 20 40 60

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

0 20 40 60

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

60%

32%

8%

はい

どちらとも

いいえ

0 20 40 60

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

68%

25%

7%

はい

どちらとも

いいえ

76%

21%

3%

はい

どちらとも

いいえ
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問14.現在の仕事に満足

はい どちらとも いいえ
66 34 8 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 36 18 5
3年 30 16 3

問15.研究等への取り組み

はい いいえ
26 82 回答数108

卒業後 はい いいえ

1年 15 44

3年 11 38

問16.研究発表の有無

はい いいえ
17 91 回答数108

卒業後 はい いいえ
1年 11 48
3年 6 43

合計

合計

合計

61%

32%

7%

はい

どちらとも

いいえ

0 20 40

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

24%

76%

はい

いいえ

0 20 40 60

はい

いいえ

3年

1年

16%

84%

はい

いいえ

0 50 100

はい

いいえ

3年

1年
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問17.本学を利用しての研究の要望

はい どちらとも いいえ
15 46 47 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 8 26 25
3年 7 20 22

問18.仕事への自己投資に積極的か

はい どちらとも いいえ
48 26 34 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 24 16 19
3年 24 10 15

問19.仕事の将来のビジョンがあるか

はい どちらとも いいえ 回答数108
43 45 20

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 26 24 9
3年 17 21 11

合計

合計

合計
14%

43%

43%
はい

どちらとも

いいえ

0 10 20 30

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

44%

24%

32% はい

どちらとも

いいえ

0 10 20 30

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

40%

42%

18%
はい

どちらとも

いいえ

0 10 20 30

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年
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問21.本学への協力

はい どちらとも いいえ
61 28 19 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 35 13 11
3年 26 15 8

問22.卒業後の来校

はい いいえ
32 76 回答数108

卒業後 はい いいえ
1年 14 45
3年 18 31

問23本学のHPを見たか

はい いいえ
37 71 回答数108

卒業後 はい いいえ
1年 21 38
3年 16 33

合計

合計

合計

56%26%

18%
はい

どちらとも

いいえ

0 20 40

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

30%

70%

はい

いいえ

0 20 40 60

はい

いいえ

3年

1年

34%

66%

はい

いいえ

0 20 40

はい

いいえ

3年

1年
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問24.情報発信の充実

はい どちらとも いいえ
38 59 11 回答数108

卒業後 はい どちらとも いいえ
1年 21 32 6
3年 17 27 5

問25.教育内容充実のために力を入れるべき分野（複数回答あり）

専門知識 臨床技術 対人関係 一般教養 その他
72 57 58 38 6 回答数231

卒業後 専門知識 臨床技術 対人関係 一般教養 その他
1年 38 30 32 20 4
3年 34 27 26 18 2

合計

合計

35%

55%

10%
はい

どちらとも

いいえ

0 20 40

はい

どちらとも

いいえ

3年

1年

31%

25%

25%

16%

3%

専門知識

臨床技術

対人関係

一般教養

その他

0 10 20 30 40

専門知識

臨床技術

対人関係

一般教養

その他

3年

1年
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問26.人間形成のために学生支援を充実させるべき分野（複数回答あり）

クラブ・サークル クラス担任制 就職支援 施設・設備 ボランティア 経済的支援 アルバイト
46 42 40 48 22 37 31

回答数266

卒業後 クラブ・サークル クラス担任制 就職支援 施設・設備 ボランティア 経済的支援 アルバイト
1年 23 28 23 28 14 20 13
3年 23 14 17 20 8 17 18

問27.卒後教育への参加

はい 内容による いいえ
22 60 26 回答数108

卒業後 はい 内容による いいえ
1年 11 35 13
3年 11 25 13

合計

合計
17%

16%

15%18%

8%

14%

12% クラブ・サーク

ル

クラス担任制

就職支援

0 10 20 30

クラブ・サークル

クラス担任制

就職支援

施設・設備

ボランティア

経済的支援

アルバイト

3年

1年

20%

56%

24%

0 20 40

はい

内容による

いいえ

3年

1年
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卒業年月 性別 学部

2024年3月 女性 健康科学 施設・設備

2024年3月 男性 健康科学 施設・設備

2024年3月 女性 健康科学 施設・設備

2024年3月 男性 健康科学 施設・設備

2024年3月 男性 健康科学 カリキュラム

2024年3月 女性 健康科学
経済支援、
施設・設備

2024年3月 男性 健康科学 施設・設備

2024年3月 女性 看護 施設・設備

2022年3月 女性 健康科学 施設・設備

2022年3月 女性 看護 施設・設備

2022年3月 女性 看護 施設・設備

2022年3月 女性 看護 経済支援

2022年3月 男性 看護 施設・設備

2022年3月 男性 看護 施設・設備

2021年9月 女性 看護 施設・設備

2021年9月 女性 看護 施設・設備

自由回答　問6～9について

施設費を払っているのにもかかわらず、4年間も通っていて一度も学食を使えなかった。コロナが流行っていた
とは言えど、在学中くらいは何か工夫をして在る設備を使う機会を作ってほしかった。もっと在学中に購買ももっ
と内容を充実させて欲しい。現在高校の後輩には勧められない設備だと感じています。

看護学部にも食堂設置

食堂が欲しかった。

設備や施設は徐々に改善が見られるため無理のない範囲でさらに充実をさせて欲しい。

食堂が使えなかったことが悲しかったです。

学食なかった

売店の値段が高かったり品揃えが悪かった。また最寄駅から遠かったり電車の本数が少ないため大月駅から
シャトルバスなどあったら通学しやすかったと思う。また、ゼミとかあったらよかったと思う。食堂も欲しかった。

コロナで学食が閉鎖していた

食堂が欲しかった。

奨学金を貰っていたが金銭的な負担が大きかった。

購買の値段がコンビニより高い。図書館の本が少ない。誰かが借りたら在庫がない。

トレースの時間はとても有益な時間になりました。

まだ大学が出来たばかりなこともあるが、昼食を食べれる場所が限られていたため、どうしてもホールに集まっ
てしまい、ホールで勉強をしている時に被ってしまうと集中出来なかった記憶がある。また、最寄り駅から大学が
少し距離があったため、大月駅や石和温泉駅、都留市駅など学生が使用しそうな駅からバスの運行があっても
良かったと思う。

看護部は食堂がないので不便でした

問8に関して、奨学金は利用してないので、支援が充足していたかどうかはわからない。
問9に関して、保存が利く食べ物の自販機があっても良かった。売店で文房具や生理用品を売っていれば、どう
しても足りない時に助かる。保健室は平日は毎日やっていたほうがいい。その方が体調のことを相談したり、生
理用品がおいてあればもらいに行ったりしやすいかもしれないから。スクールバスは4年間お世話になりました。
助かりました。

コロナ禍のため食堂閉鎖…
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卒業年月 性別 学部

2024年3月 女性 健康科学

2024年3月 男性 健康科学

2024年3月 女性 健康科学

2024年3月 男性 健康科学

2022年3月 女性 看護

2022年3月 男性 看護

卒業年月 性別 学科

2024年3月 男性 健康科学

2024年3月 女性 健康科学

2022年3月 女性 看護

自己投資をすることで仕事への投資にもなり、職場への投資にも繋がるため意識をしている。また、研究については経験を重
ねてから大学院へ向けて進めていきたいと考えている。その際、お世話になった先生方に協力いただきたいと思っている。

問12に関して、臨床実習で経験したことを生かす場面がまだあまりないと感じている。
問14に関して、どちらかといえば満足している。まだ夜勤を経験してないので何とも言えないが、現場でたまにほっこりする場
面も何とか頑張れている。他の事業所の勤務形態が厳しそうで、異動したくない。問15に関して、「1年目やりがい事例」という
レポートは書き、12月に人前で発表することになっている。
問18に関して、予定が合えば法人内のSWer部会に参加している時もあるが、変則勤務のため、参加できないことが多い。休
日にYouTubeで仕事に役立ちそうな動画は観ることがある。4月に法人からもらった介護の本は一度も開いてない。
問19に関して、将来的には介護よりも、相談員の仕事をメインにしたい。現在、介護福祉士の実務者研修を受けているが、国
家試験を受けるかは未定。働きながらは、厳しい気もする。他に取りたい資格や働きたい場所とかは考えてない。

問22に関して、大学以外の場所で元ゼミ担任と同級生に会える機会を作ってくれる友人がいるため、大学には行ってない。

職場の病院に健康科学の学生が実習をしに来ている（今年度からはないようだが）。
実習担当の先輩には、「事前学習をしっかりしてくる学生が他の学校（主に専門学校）より少ない印象。カンファレンスもやる気
がない学生がチラホラいるのが気になる。」と何度かいわれてしまい残念だと思う。学生だからこそじっくり見れることもあるの
で、一生懸命がんばってほしい。
母校の先生に会えると嬉しいので、郡内地域ではないが実習に来てほしい。

現場は想像以上です

コロナ化であり臨床実習が十分に行えていなかったこともあり、入職当初は基本的な看護の部分から学ぶことが多く、先輩方
の新人時代より進みが遅く苦労した。

ケアマネ取得

常に自己研鑽は欠かさずにおこないたい。そのための環境整備や機会づくりは歓迎できる。やはり福祉系列であれば一般的
な教養から対人関係の理論、専門職としての姿勢など様々な視点での教育が必要と考えられる。また、外部との繋がりを増
やし、実践ができる機会も増やすことが重要。

ゼミの担当教員やお世話になった先生方には社会人になった今でも役立つことを沢山学びました。しかし、大学側の設備等に
関しては不満を持っている学生がいるのは在学中沢山見ました。

自由回答 問21～27について

自由回答　問11～19について
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